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○越前市重症心身障害児 (者 )福祉手当支給条例施行規則  

平成１７年１０月１日  

規則第８０号  

改正 平成２０年３月３１日規則第８号  

平成２４年１２月１１日規則第６３号  

平成２８年３月２３日規則第６号  

令和３年３月３１日規則第８号  

(趣旨 )  

第１条 この規則は、越前市重症心身障害児 (者 )福祉手当支給条例 (平成１７年越

前市条例第１０３号。以下「条例」という。 )の施行について必要な事項を定め

るものとする。  

(申請 )  

第２条 条例第５条の規定による申請は、重症心身障害児 (者 )福祉手当受給申請

書 (様式第１号 )によるものとする。  

２ 申請者は、前項に定める申請書を提出するときは、次の各号に掲げる書類を

添付し、又は提示しなければならない。ただし、市長が公簿により確認できる

ときを除く。  

(１ ) 受給資格者の属する世帯全員の住民票の写し  

(２ ) 重症心身障害児 (者 )福祉手当所得状況届 (様式第２号 )  

(平２４規則６３・一部改正 )  

(受給資格の認定 )  

第３条 市長は、前条に規定する申請書の提出があったときは、これを審査し、

条例第２条に規定する障害児 (者 )に該当するかの判定又は認定を福祉事務所長

又は福井県総合福祉相談所長に判定 (認定 )依頼 (様式第３号 )し、その判定書に基

づき受給資格について認定を行う。ただし、福井県知的障害者療育手帳交付要

綱 (昭和４９年婦第３０４号 )に基づく総合判定基準により「A」と判定された者

にあっては同手帳により、条例第２条第３号に該当すると認められる障害児 (者 )

にあっては身体障害者手帳により認定するものとする。  

２ 市長は、受給資格を有すると認定したときは、重症心身障害児 (者 )福祉手当
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支給決定通知書 (様式第４号 )により、その旨通知するものとする。  

３ 市長は、条例第７条の規定により、手当の支給を制限するときは、重症心身

障害児 (者 )福祉手当支給停止・支給停止解除通知書 (様式第５号 )により、その旨

を通知するものとする。  

４ 市長は、受給資格を有しないと認定したときは、重症心身障害児 (者 )福祉手

当受給申請却下通知書 (様式第６号 )により、その理由を付して通知するものとす

る。  

(判定 (認定 )基準 )  

第４条 条例第２条第１号の基準は、別表第１に定める次の各号のいずれかに該

当すると判定された者をいう。  

(１ ) 別表第１「１ 動作機能の評価基準」の評価「０」が同表「２ 起居、移

動動作」の全項目中１５項目以上で知能指数がおおむね７５以下の者  

(２ ) 別表第１「２ 起居、移動動作」の３から１６までの項目中評価「１」以

下が１３項目以上で知能指数がおおむね５０以下の者  

２ 条例第２条第２号の基準は、別表第２に定める次の各号のいずれかに該当す

ると判定された者をいう。  

(１ ) 重度の知的障害児 (者 )であって、知能指数がおおむね３５以下の者  

(２ ) １５歳未満の知的障害児であって、別表第２の行動面若しくは保健面にお

いて１度又は２度を１個以上有する者  

(３ ) １５歳以上の知的障害者であって、別表第２において１度又は２度を１個

以上有する者  

(資格喪失届 )  

第５条 手当の受給者 (以下「受給者」という。 )は、条例第８条の規定により、

受給権が消滅したときは、重症心身障害児 (者 )福祉手当受給資格喪失届 (様式第

７号 )を市長に提出しなければならない。  

２ 市長は、受給者の受給資格が消滅したときは、重症心身障害児 (者 )福祉手当

資格喪失通知書 (様式第８号 )によって、その理由を付して通知するものとする。 

(受給者の変更、死亡届 )  

第６条 受給者は、受給者を変更しようとするときは、重症心身障害児 (者 )福祉



3/19 

手当受給者変更届 (様式第９号 )を市長に提出しなければならない。  

２ 受給者が死亡したときは、死亡の届出義務者は、当該死亡の日から１４日以

内に重症心身障害児 (者 )福祉手当受給者死亡届 (様式第１０号 )及び前項の規定

により受給者変更届を市長に提出しなければならない。  

(所得状況の審査等 )  

第７条 受給者の所得把握は、重症心身障害児 (者 )福祉手当定時所得状況届関係

連名簿 (様式第１１号 )により調査し、確認する。  

(支給制限をする場合の所得の範囲等 )  

第８条 条例第７条に規定する所得の範囲及びその額の計算方法については、特

別児童扶養手当等の支給に関する法律 (昭和３９年法律第１３４号 )第２３条の

規定を準用する。  

(未支払手当の支給 )  

第９条 受給資格者が死亡した場合において、その者が受ける手当で未払となっ

た手当については、次の各号により支払うものとする。  

(１ ) 条例第３条第１項本文に規定する受給資格者が死亡したときは、その者が

介護していた障害児 (者 )  

(２ ) 条例第３条第１項ただし書に規定する受給資格者が死亡したときは、その

者の配偶者又は扶養義務者で、その者の死亡当時、その者と生計を同じくし

ていた者  

(支払期日の特例 )  

第１０条 受給資格者がやむを得ない理由により、第２条による申請をすること

ができなかった場合において、その理由がやんだ後１５日以内にその申請をし

たときは、手当の支給は、条例第６条第１項の規定にかかわらず、受給資格者

がやむを得ない理由により申請をすることができなくなった日の属する月の翌

月から始める。  

(その他 )  

第１１条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、その都度市長が定める。  

附 則  

この規則は、平成１７年１０月１日から施行する。  
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附 則 (平成２０年３月３１日規則第８号 )  

この規則は、平成２０年４月１日から施行する。  

附 則 (平成２４年１２月１１日規則第６３号 )  

この規則は、公布の日から施行する。  

附 則 (平成２８年３月２３日規則第６号 )  

この規則は、平成２８年４月１日から施行する。  

附 則 (令和３年３月３１日規則第８号 )  

この規則は、令和３年４月１日から施行する。  

別表第１ (第４条関係 )  

１ 動作機能の評価基準  

評定  評価点  動作の型範囲  

正常  ３  正常の動作ができる  

中等度障害  ２  速度確実性は不完全  

普通のやり方ではないが目的の動作はできる  

高度障害  １  辛うじて部分又は瞬間的な動作ができる  

機能全廃  ０  動作ができない  

２ 起居、移動動作  

番号  項目  評価  備考  

３  ２  １  ０  

１  寝返りができる            

２  首がすわっている            

３  すわっている            

４  しゃがむ            

５  はう            

６  いざる            

７  立っている            

８  つかまり歩く            

９  椅子にすわる            
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１０  立ったりすわったりする            

１１  平らなところを歩く (前方 )            

１２  〃 (横に )            

１３  〃 (方向を変える )            

１４  スロープを昇る            

１５  〃 降る            

１６  台上 (３０ cm)に登る            

別表第２ (第４条関係 )  

(平２４規則６３・一部改正 )  

基本的生活能力評価基準  

介護の

程度

内容  

＜１度＞  

常時全ての面で介

護が必要  

＜２度＞  

常時多くの面で

介護が必要  

＜３度＞  

時々若しくは一

時的な介護又は

一部介護が必要  

＜４度＞  

点検、注意又は配

慮が必要  

日常生

活面の

介助  

基本的生活習慣が

形成されていない

ため、常時全ての

面で介護が必要、

それがないと生命

維持も危ぶまれ

る。  

基本的生活習慣

がほとんど形成

されていないた

め、常時多くの面

で介護が必要  

基本的生活習慣

の形成が不十分

なため一部介助

が必要  

基本的生活習慣

の形成が不十分

ではあるが、点検

助言が必要とさ

れる程度  

行動面

の監護  

多動、自他傷、拒

食などの行動が顕

著で常時付添い監

護が必要  

多動、自閉などの

行動があり、常時

監護が必要  

行動面での問題

に対して、注意し

たり時々指導し

たりすることが

必要  

行動面での問題

に対し、多少注意

する程度  

保健面

の監護  

身体的健康に厳重

な看護が必要。  

身体的健康に常

に注意、看護が必

発作が時々あり、

又は周期的精神

服装等に対する

配慮程度  
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生命維持の危険が

常にある。  

要。  

発作頻発傾向  

変調がある等の

ため、一時的又は

時々看護の必要

がある。  
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様式第１号 (第２条関係 )  

(令３規則８・全改 )  

様式第２号 (第２条関係 )  

(令３規則８・全改 )  

様式第３号 (第３条関係 )  

様式第４号 (第３条関係 )  

様式第５号 (第３条関係 )  

(平２４規則６３・全改、平２８規則６・一部改正 )  

様式第６号 (第３条関係 )  

(平２４規則６３・全改、平２８規則６・一部改正 )  

様式第７号 (第５条関係 )  

(令３規則８・全改 )  

様式第８号 (第５条関係 )  

(平２４規則６３・全改、平２８規則６・一部改正 )  

様式第９号 (第６条関係 )  

(令３規則８・全改 )  

様式第１０号 (第６条関係 )  

(令３規則８・全改 )  

様式第１１号 (第７条関係 )  

 


